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みんながつくる みんなの学校 長原小

ちむどんどん 令和７年８月２６日No.５

７月３１日発行の「教育新聞（全国版）」で長原小学校が一面記事として掲載されました。

みなさん！おめでとうございます！タイトルは (※現物は玄関掲示していますのでご覧ください。）

「学校裁量」でここまで変わる 大阪市立長原小学校が示す学校改革の可能性です。
下記に一部記事内容を抜粋してお伝えします。

■できるだけ多くの大人が子どもに関わる体制へと変化

「チーム担当制」「複数担当制」「全学年教科担当制」、そして「40分授業午前5時間制」の４つを同時に導入。

「できるだけ多くの大人が子どもに関わる」という明確な方針のもと、教員の体制を変えた。低・中・高学年ごと

に複数の教員で子どもたちを見守る「チーム担当制」。学級担任と特別支援学級担任の垣根を取り払い、ペア

で進める「複数担当制」。全学年で専科教員を含め２〜３人の教員による「教科担当制」。小山真佳教諭は「低

学年から教科担当制を取り入れたことで、授業準備時間が大幅に減り、教材研究に深く取り組めるようになっ

た」と実感している。これらの改革に加え、時差通勤制度の積極的な活用や、定時退勤日の設定などにより、昨

年度の月の時間外在校等時間は、平均して約11時間と大幅に減少。教員の負担軽減に大きく寄与している。

■「40分授業午前5時間制」が生む「ゆとり」と「探究学習」

この40分授業で生まれた午後の時間は、同校独自の「長原タイム」として活用されている。子どもたちがやり

たいことを追求できる探究学習やPBLの場となっている。千坂尚登教諭は、「子どもたちがやりたいことに、教

員が伴走して支援する形になってきている。子どもたちがやりたいことを実現できることは、教員としても嬉し

い。教員から見た子どもたちの得意も生かしながら、学びを深めていきたい」と展望を語る。

■常にビジョンに立ち返って考える

同校のビジョンである学校教育目標は「子どもも大人もいきいきしている学校」だ。そして、教職員で対話を

重ね、子どもに付けてほしい3つの力を「自分からチャレンジする力」「自分で考えて、行動する力」「自分も人も

大切にする力」とした。市場校長は常に教職員に対し、「それって、子どもも大人もいきいきしている？」「それっ

て、子どもの３つの力を育てている？」と問いかけ、ビジョンに立ち返って考えるように促してきた。

このような過程を通じて、教職員の意識は「とりあえずやってみよう」「やってダメなら戻ればいい」「走りながら

考えよう」という前向きなマインドに変化していった。

■持続可能な改革へのカギは「自走する組織」

長原小の改革は、決して特例校でなくても、学校裁量でできることは多く、それらを組み合わせることで、相

乗効果が生まれることを示している。市場校長は「教職員に『どうする？』『どうしたい？』と問い続けることで、

一人ひとりが当事者意識を持ち、自分で考えて行動できるよう働きかけている」と語る。また、小山教諭も「保

護者や地域との連携をさらに深め、コミュニティスクールの活動を強化していくことで、持続可能な改革につな

げたい」と未来を見据えている。「今は少し、方向性にばらつきや、教員の間で温度差があるようにも感じる」と

千坂教諭が率直に語るように、それぞれが当事者意識を持つことで、意見や考えがぶつかることも出てきてい

る。ただ、市場校長は「良い意味で組織が活性化されている証拠」と前向きに捉えている。「大人がやりがいを

持っていきいきすることが、子どもたちにも影響を与えていく。大人が変われば、子どもは変わる。大人がどれ

だけいきいきするかに注力している」と、市場校長。「教職員に任せて、委ねて、信じ抜く」と覚悟を語った。

どうでしたか？これまで子どもたち、サポーター、教職員、地域のみなさんなど、学校にかかわるす

べての人が当事者意識を持って、主体的に学校づくりをしてきた証のひとつが、今回の記事に集約さ

れていると感じました。これからも「みんながつくる みんなの学校 長原小」をともにつくってい

きましょう！

「学校はあるものでなくつくるもの」 校長 市場 達朗

やってみて、ダメならやり直せばいい


